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Ａ．研究目的 

 がん臨床の現場で有用性の高い治

療過程、構造情報を充実させた JNCDB

を構築し、既存の臓器別がん登録との

情報共有の技術開発と検証を行う。が

ん診療連携拠点病院における院内が

ん登録整備作業を支援すると同時に

地域がん登録の追跡情報を効率的に

JNCDB に利用できるよう環境整備を行

う。院内情報システムにおける診療科

データベースの整備を行う。 

Ｂ．研究方法 

 放射線治療部門情報システム整

備：JASTRO DB 委員会にて作成中の

ROGAD の作成に関して JNCDB で検討し

たデータベース機能、項目について反

映させブラッシュアップを行う。 

（倫理面への配慮）症例データの管理

に関して個人情報と同等の安全性と

守秘性を確保するため、JNCDB 情報保

護規約を制定し、研究班として遵守す

る。データ集積は守秘性確約の上で対

象施設長に依頼し、承諾を得た施設に

対して行う。 

Ｃ．研究成果 

 これまでの feasibility study を経

ていくつかの修正点、改良点について

議論、修正が行われた。日本放射線腫

瘍学会において放射線腫瘍学データ

ベースの運用が決定し本研究班にお

いても放射線治療のデータベースの

構築にむけ項目の策定など具体的な

手法中心に検討を行った。 

Ｄ．考察 

 日本放射線腫瘍学会においてデー

タベースとして利用されるファイル

を用い放射線治療領域のデータベー

スを他の学会で利用する臓器癌登録

や院内がん登録、地域がん登録に共用

性の高いデータベースとして利用活

用することにより本邦のがん登録の

整備および放射線治療の安全品質管

理において大きく貢献するものと思

われる。 

Ｅ．結論 

 本邦におけるがん診療の構造・課

程・結果を把握するためのデータベー

スを構築する基盤が整備された。放射

線治療に関してのデータベースが構

築されれば、全国レベルでのデータ収

集、分析が容易となり、各部門での情
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報系の整備も進展する。 
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